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中
村
静
勇
氏
は
昭
和
十
七
年

(
一
九
四
二)

七
尾
に
生

ま
れ
、
同
四
十
三
年
に
横
浜
市
へ
移
住
し
、
同
年
14
回
一

陽
展
に
初
出
品
、
翌
年
に
は
第
八
回
神
奈
川
県
展
に
初
出

品
、
初
受
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
以
後
は
主
に
第
一
美
術

展
で
活
躍
、
彩
美
堂
賞
、
会
員
努
力
賞
、
第
一
美
術
協
会

賞
、
三
彩
芸
術
大
賞
、
文
部
大
臣
賞
と
、
受
賞
を
重
ね
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
一
方
で
ス
ペ
イ
ン
、
メ
キ
シ
コ
、
台
湾

な
ど
海
外
の
展
覧
会
に
も
積
極
的
に
出
品
し
、
昭
和
六
十

一
年
の
第
21
回
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
現
代
国
際
美
術
賞
展
で
は

ガ
ル
ゴ
ア
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

一
方
、
同
六
十
年
神
奈
川
県
海
老
名
市
に

｢

夢
呂
窯｣

を
築
窯
、
絵
画
の
み
な
ら
ず
陶
芸
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

そ
の
翌
年
、
日
本
画
家
・
山
本
丘
人
の
養
子
と
な
り
、
同

六
十
四
年
に
は
富
士
山
を
望
む
静
岡
県
駿
東
郡
に
移
住
、

美
術
館
夢
呂
土
・
山
本
丘
人
記
念
館
を
設
立
、
更
な
る
制

作
活
動
に
励
み
ま
す
。

現
在
も
第
一
美
術
協
会
運
営
委
員
、
日
本
美
術
家
連
盟

会
員
な
ど
を
務
め
、
第
一
美
術
展
を
代
表
す
る
作
家
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

氏
は
今
年
、
画
業
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
展
で
は

こ
れ
を
記
念
し
て
、
初
期
か
ら
現
在
ま
で
の
作
品
か
ら
二

十
七
点
を
展
示
し
、
そ
の
足
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

美
術
館
夢
呂
土
・
山
本
丘
人
記
念
館
に
隣
接
し
た
氏
の

自
宅
兼
ア
ト
リ
エ
は
、
名
峰
富
士
と
金
時
山
の
間
に
位
置

し
、
少
し
歩
け
ば
目
の
前
に
雄
大
な
景
色
が
広
が
り
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
の
様
々
な
思
い
出
や
、
青
春
時
代
の
孤
独
や

不
安
は
、
い
つ
し
か
大
自
然
の
中
に
溶
け
合
い
、
自
然
と

人
物
を
組
み
合
わ
せ
た
表
現
へ
と
形
を
変
え
て
い
く
の
で
す
。

人
間
の
内
面
性
や
精
神
性
と
、
自
然
讃
歌
を
融
合
さ
せ

た
幻
想
の
物
語
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

氏
の
作
品
に
は
、
様
々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
様
な
も
の
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
氏
独
自
の
表
現
は
、
絵
の
形

に
も
表
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ら
を
、
氏
自
身
の
言
葉
で

紹
介
し
ま
す
。

《
蝶
》
…
…
…
…

｢

浮
遊
す
る
意
識
の
象
徴｣

《
ト
ラ
ン
プ
》
…

｢

生
活
空
間
に
お
け
る
希
望
、
願
望
へ

の
カ
ー
ド
で
あ
る｣

《
マ
ネ
キ
ン
》
…

｢

物
言
わ
ぬ
人
形
は
冷
た
く
、
虚
ろ
で

あ
る
。
突
き
放
さ
れ
た
感
情
表
現
に
よ

り
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
、
人
間
の
内
面

表
現
の
画
材
の
一
つ
で
あ
る｣

｢

春
愁
の
譜｣

…

｢

冬
の
村
の
段
々
畑
で
、
竹
ス
キ
ー
で

遊
ん
だ
頃
を
思
い
出
す
。
絵
は
、
成
人

し
て
か
ら
冬
の
白
馬
で
、
木
の
ス
キ
ー

で
初
め
て
滑
っ
た
時
の
思
い
出
で
あ
る
。

…
雪
の
中
を
散
策
中
に
眼
に
入
っ
て
き

た
風
景
で
あ
る
。
深
く
積
も
っ
た
雪
の

中
に
、
黒
く
口
を
開
け
た
穴
、
当
時
の

自
分
の
心
境
と
重
な
っ
た
景
色
で
あ
る
。

雪
の
中
、
春
の
来
る
日
を
待
つ
心
境
で

あ
る｣

《
窓
・
扉
》
…
…

｢

最
初
は
扉
だ
け
で
、
単
に
構
成
上
の

意
味
合
い
が
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
が
人

物
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
時
、
そ
の
人
の

生
活
感
、
世
界
観
表
現
の
手
段
と
共
に
、

過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
っ
た
意
識
空

間
へ
の
三
次
元
的
空
間
構
成
へ
と
変
化

し
て
き
た
。
奥
が
見
え
な
い
面
で
は
な

く
、
線
に
よ
る
描
写
に
よ
っ
て
透
明
感

の
あ
る
空
間
表
現
の
可
能
性
を
拡
大
し
、

緊
張
感
を
生
み
出
し
て
い
る｣
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《
菱

形
》
…
…

｢

菱
形
の
画
面
に
つ
い
て
、
基
本
的
に

は
日
本
画
で
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
余
白

を
求
め
て
い
る
。
余
白
は
東
洋
の
空
間

で
あ
り
、
間
で
あ
ろ
う
。
限
ら
れ
た
画

面
の
中
で
最
大
の
余
白
空
間
を
持
ち
た

い
、
対
象
物
を
よ
り
強
く
表
現
し
よ
う

と
し
た
と
き
、
こ
の
菱
形
に
は
未
知
数

の
可
能
性
が
生
ま
れ
て
く
る｣

｢

木
槿
一
輪(

Ⅰ)｣

…｢

木
槿
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
花
弁
が

朝
開
き
、
夕
方
に
は
し
ぼ
ん
で
次
々
と

咲
き
続
け
る
。
そ
う
い
っ
た
儚
げ
な
生

命
の
循
環
と
、
女
性
の
美
し
さ
を
対
照

的
に
描
い
た
。

さ
ら
に
、
画
面
の
四
方
に
月
の
満
ち

欠
け
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
描
い
て
み
た
。

女
性
の
体
の
リ
ズ
ム
も
、
月
と
不
可

欠
な
関
係
に
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
宇
宙

的
な
生
命
の
繋
が
り
と
、
現
世
の
生
命

が
も
た
ら
す
無
常
観
と
が
同
時
に
表
せ

れ
ば
と
思
っ
た｣

���
���

���
���

���
���

｢

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン｣

は
、
七
尾
市
名
誉
市
民
で
あ

る
池
田
文
夫
氏

(

一
九
〇
七
〜
八
七)

が
生
前
に
蒐
集
し

た
美
術
品
で
す
。

七
尾
市
出
身
の
池
田
氏
は
、
岐
阜
県
大
垣
市
に
会
社
を

設
立
さ
れ
て
活
躍
し
た
経
済
人
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
は

美
術
品
の
コ
レ
ク
タ
ー
、
文
化
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。コ

レ
ク
シ
ョ
ン
も
幅
が
広
く
、
美
濃
地
方

(

現
在
の
岐

阜
県)

ゆ
か
り
の
志
野
・
織
部
と
い
っ
た
陶
器
類
や
、
近

現
代
日
本
画
や
彫
刻
な
ど
多
種
多
様
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
日
本

画
十
七
点
と
彫
刻
七
点
を
紹
介
し
ま
す
。
存
在
感
の
あ
る

狩
野
芳
崖
や
菱
田
春
草
、
小
品
な
が
ら
味
わ
い
の
あ
る
平

櫛
田
中
や
高
村
光
雲
な
ど
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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石
川
県
は
か
つ
て

｢
加
賀
国｣

｢

能
登
国｣

と
呼
ば
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
歴
史
と
文
化
を
保
持
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
加
賀
・
能
登
・
越
中
を
領
有

す
る

｢

加
賀
藩｣

が
成
立
し
ま
す
。
統
治
者
で
あ
る
前
田

家
は
、
文
化
に
対
し
て
積
極
的
な
振
興
政
策
を
展
開
し
、

美
術
工
芸
の
分
野
に

｢

加
賀
百
万
石｣

の
富
を
惜
し
み
な

く
投
入
し
ま
し
た
。

藩
の
中
心
都
市
で
あ
る
金
沢
に
は
、
全
国
か
ら
著
名
な

文
化
人
が
招
か
れ
、
藩
内
各
地
に
は
多
く
の
優
れ
た
美
術

工
芸
の
文
化
が
花
開
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
九
谷
焼
や
輪
島
塗
な
ど
様
々
な
伝
統
工
芸

が
発
達
し
ま
し
た
。
そ
の
血
脈
は
現
在
も
脈
々
と
受
け
継

が
れ
、
石
川
県
は
伝
統
工
芸
の
盛
ん
な
地
域
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
展
は
、
現
在
石
川
県
内
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
様
々
な

作
品
や
史
料
な
ど
を
通
し
て
、
石
川
県
が
誇
る
歴
史
や
文

化
の
一
端
を
紹
介
し
、
郷
土
の
優
れ
た
文
化
を
改
め
て
観

て
み
よ
う
と
い
う
特
別
展
で
す
。

そ
の
内
容
は

｢

歴
史｣

と

｢

文
化｣

の
二
本
立
て
と
し

て
、
前
期
で
は
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
、
後
期
で
は

｢

文
化｣

を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
前
期
の

｢

歴
史｣

を
テ
ー
マ
と

し
た
展
示
で
す
。
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
特
別
協
力
を

得
て
、
同
館
が
所
蔵
す
る
甲
冑
や
刀
剣
、
馬
具
で
あ
る
鐙

な
ど
よ
り
、
か
つ
て
武
士
達
を
華
々
し
く
飾
っ
て
い
た
軍

装
に
関
す
る
様
々
な
品
々
を
、
加
賀
藩
ゆ
か
り
の
作
品
や

史
料
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
武
士
達
の
凛
々
し
い
姿
を
現
在
に
伝
え
る
肖
像

画
や
、
合
戦
図
な
ど
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。
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か
つ
て
武
士
達
が
戦
争
時
の
防
具
と
し
て
身
に
ま
と
っ

て
い
た
の
が
甲
冑
で
、｢

甲｣

は
鎧
、｢

冑｣
は
兜
を
い
い

ま
す
。
平
安
〜
鎌
倉
時
代
は

｢

大
鎧｣

、
室
町
時
代
は

｢

胴
丸｣

と
い
う
風
に
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
主
流
様
式

は
変
化
し
、
戦
国
時
代
以
後
は

｢

当
世
具
足｣

が
中
心
と

な
り
ま
す
。

当
世
具
足
と
は
、
戦
国
時
代
の
大
軍
に
よ
る
集
団
戦
や
、

長
槍
や
鉄
砲
な
ど
の
使
用
に
よ
る
戦
法
の
変
化
に
対
応
し

て
誕
生
し
た
甲
冑
で
、
兜
・
鎧
の
他
に
面
具
や
籠
手
、
佩

盾
と
い
っ
た

｢

小
具
足｣

を
加
え
て
一
揃
え
と
な
り
ま
す
。

実
用
的
な
造
り
で
あ
る
一
方
で
、
戦
場
で
自
己
の
存
在
を

誇
示
す
る
た
め
に
派
手
な
装
飾
が
施
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
と
な
っ
て
泰
平
の
世
と
な
る
と
、
更
に
装
飾

に
重
点
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
加
賀
藩
に
お
い
て
は

藩
営
の

｢

細
工
所｣

で

｢

加
賀
具
足｣

と
呼
ば
れ
る
独
自

の
甲
冑
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

藩
主
の
甲
冑
を
手
本
と
し
て
、
家
臣
が
そ
れ
ぞ
れ
身
分

に
応
じ
た
甲
冑
を
制
作
、
家
中
の
甲
冑
ス
タ
イ
ル
を
統
一

す
る
方
法
で
、
こ
れ
は

｢

御
家
流｣

と
呼
ば
れ
ま
す
。
特

に
加
賀
具
足
は
高
度
な
工
芸
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
す

ば
ら
し
い
装
飾
を
施
す
こ
と
が
特
徴
で
す
。

本
展
で
は
能
登
に
深
い
繋
が
り
を
持
ち
、｢

加
賀
八
家｣

の
一
家
と
し
て
知
ら
れ
る
、
長
家
伝
来
の
甲
冑
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。
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甲
冑
の
他
に
も
武
士
達
は
様
々
な
陣
中
道
具
を
着
用
、

或
い
は
身
近
に
置
き
ま
し
た
。

ま
ず
欠
か
せ
な
い
の
が
刀
剣
で
す
。
戦
国
時
代
に
入
り
、

鉄
砲
な
ど
新
し
い
武
器
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
武
士
に
と
っ
て
の
武
器
は
や
は
り
刀
で
し
た
。
江
戸

の
泰
平
期
に
入
る
と
、
他
の
道
具
と
同
様
に
刀
剣
も
波
紋

の
美
し
さ
な
ど
装
飾
性
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
加

賀
藩
で
は
藩
主
の
庇
護
の
下
、｢

加
賀
新
刀｣

と
呼
ば
れ

る
刀
剣
が
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
刀
剣
が
そ
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
の
に
欠
か

せ
な
い
の
が
刀
装
具
で
あ
り
、
太
刀
か
ら
打
刀
へ
と
転
換

し
た
室
町
時
代
以
降
、
そ
れ
ま
で
機
能
重
視
だ
っ
た
刀
装

具
が
装
飾
性
重
視
と
な
り
、
加
賀
藩
で
も
様
々
な
工
芸
技

術
を
駆
使
し
た
華
や
か
で
技
巧
的
な
も
の
が
多
く
制
作
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
加
賀
藩
で
は
鐙
で
も
多
く
の
名
品
を
制
作
し
ま

し
た
。
そ
れ
ら
は｢

加
賀
象
嵌
鐙｣

と
呼
ば
れ
、
そ
の
優
れ

た
出
来
ば
え
に
よ
り
名
産
品
と
し
て
将
軍
家
や
全
国
の
大

名
へ
の
献
上
品
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
本
展
で
は
陣
羽
織
や
采
配
、
陣
幕
な
ど
武
士

を
彩
っ
た
様
々
な
軍
装
品
を
紹
介
し
ま
す
。

�
�

�
�
	
	


�
�
�
�
�
�

武
士
の
肖
像
が
描
か
れ
る
の
は
武
家
の
政
権
が
成
立
し

た
鎌
倉
時
代
頃
か
ら
だ
と
さ
れ
、
室
町
時
代
以
降
に
そ
の

数
は
増
え
、
桃
山
時
代
頃
か
ら
は
飛
躍
的
に
増
加
、
多
く

の
武
士
達
が
描
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
表
現
は
様
々
で
、
武

士
単
独
で
表
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
奥
方
や
家
臣
、
時

に
は
馬
な
ど
の
動
物
と
一
緒
に
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
装
い
も
衣
冠
束
帯
姿
で
表
さ
れ
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
甲
冑
を
身
に
纏
っ
た
勇
ま
し
い
姿
の
こ
と
も

あ
り
様
々
で
す
。
石
川
県
に
お
い
て
は
、
前
田
家
と
そ
の

家
臣
た
ち
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
藩
祖
・
前
田

利
家
の
肖
像
は
信
仰
の
対
象
と
し
て
数
多
く
制
作
さ
れ
て

い
ま
す
。

や
は
り
、
武
士
の
一
番
華
々
し
い
姿
と
い
え
ば
戦
場
で

活
躍
し
て
い
る
場
面
で
あ
り
、
合
戦
に
お
け
る
自
ら
の
功

績
を
宣
伝
し
後
世
に
伝
え
る
、
ま
た
、
時
代
が
泰
平
の
世

に
な
っ
て
か
ら
は
、
歴
史
上
の
著
名
な
合
戦
に
思
い
を
は

せ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
合
戦
図
や
布
陣
図
な
ど

が
盛
ん
に
描
か
れ
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
七
尾
市
の
長
齢
寺
が
所
蔵
す
る
前
田
家
の

武
士
達
の
肖
像
画
や
、
前
田
家
三
代
藩
主
利
常
が
活
躍
し

た
合
戦
を
描
い
た

｢

大
坂
之
陣
図
屏
風｣

な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
の
参
勤
交
代
の
行
列
を
詳
細
に
描
き
、

加
賀
百
万
石
の
威
容
を
現
在
に
伝
え
る
存
在
と
し
て
著
名

な
、｢

加
賀
藩
大
名
行
列
図
屏
風｣

も
併
せ
て
展
示
し
ま

す
。
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８
月
11
日

(

土)
12
日

(

日)

に
行
わ
れ
る
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
に
よ
る
公
開
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
講
師

は
桐
朋
学
園
大
学
付
属
音
楽
教
室
講
師
の
辻
井
雅
子
先
生

(

同
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
長)
で
す
。

�
�
�

１
、５
０
０
円

�
�

石
川
県
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

�
�
�

同
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

(
ミ
ヤ
コ
音
楽
堂
内)

�
０
７
６
７

(

53)

０
０
０
１

&
'
(
)
*
+
�
,
�
-
.

�

���
/
0
 
1
2

�
�

���
�
�
�

�
 
!
"
#
$

��%

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
６
名
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
２
名
、
キ
ー

ボ
ー
ド
１
名
の
合
計
９
名
に
よ
る
演
奏
で
す
。
少
人
数
の

た
め
、
楽
譜
を
ア
レ
ン
ジ
し
工
夫
し
な
が
ら
練
習
し
ま
し

た
。
独
自
の
響
き
を
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

�
�
�

無
料

�
�
	�

�
�

七
尾
市
立
北
嶺
中
学
校

�
０
７
６
７

(

58)

１
２
１
３

�
3
�
4
5
6
7
�
8
�
�
9

:
�
�
�
�
�
�

�
 
!
"
#
$

��%

石
田
ゆ
か
り
音
楽
教
室
門
下
生

(

園
児
か
ら
大
学
生)

に
よ
る
二
年
に
一
度
の
発
表
会
で
す
。
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
致
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

�
�
�

無
料

�
�

石
田
ゆ
か
り
音
楽
教
室

�
�
�

石
田
ゆ
か
り

�
０
７
６
７

(

53)

４
６
２
８
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A

B
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�
�
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C
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ピ
ア
ノ
演
奏
で
は
子
ど
も
達
が
主
役
で
す
。
こ
の
日
の

為
に
頑
張
っ
て
お
け
い
こ
し
て
き
ま
し
た
。
大
正
琴
演
奏

は
意
外
性
と
そ
の
魅
力
を
大
い
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
曲

を
選
曲
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

�
�
�

無
料

�
�

琴
修
会
石
川
織
姫
会
、
ポ
コ･

ア･

ポ
コ
の
仲
間
た
ち

�
�
�

大
河
内
博
美

�
０
７
６
７

(

74)

１
６
０
６

�

���
D
E
�
F
G

�
�
�
�
�
�
�
H
:
�
�
�
�

I
J
K
L
�
M
!
"
#
$
N
O

P
Q
�
M
!
"
R
$
S
T

石
川
県
内
外
か
ら
出
品
さ
れ
た
日
本
画
を
中
心
と
し
た

絵
画
作
品
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。
抽
象
か
ら
具
象
ま
で
、

各
出
品
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
あ
ふ
れ
る
表
現
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

�
�
�

無
料

�
�

日
創
会

(

代
表

丹
羽
俊
夫)

�
�
�

三
宅
厚
史

�
０
７
６
７

(

77)

１
３
６
８

�

���
D
E
U
V
W
X
Y
2
G

�
�

���
�
�
�
H

���
�
�
Z
[
�

I
J
K
P
Q
�
M
R
$
S
T

こ
の
協
会
展
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
・
工
芸
・
書
・

写
真
の
全
会
員
が
新
作
を
出
品
し
、
広
く
市
民
、
県
内
の

皆
様
方
に
見
て
い
た
だ
き
、
研
鑽
と
高
揚
を
目
指
し
ま
す
。

�
�
�

無
料

�
�

七
尾
美
術
作
家
協
会

�
�
�

同
会
会
長

清
水
聖
鵬

�
０
７
６
７

(

52)
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９
月
22
日
か
ら
開
催
の

｢

茶
の
湯
の
美
術
〜
石
川
県

立
美
術
館
所
蔵
の
名
品
を
中
心
に
〜｣

会
期
中
、
嶋
崎

丞
館
長
に
よ
る
友
の
会
会
員
限
定

｢

特
別
鑑
賞
会｣

を

開
催
し
ま
す
。(

９
月
下
旬)

展
示
室
で
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
作
品
の
伝
来
を

は
じ
め
、
作
品
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
鑑
賞
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど

『

と
っ
て
お
き
の
お
話』

を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。｢

わ
か
り
や
す
く
て
た
め
に
な
る｣

と
評
判

の
嶋
崎
館
長
の
お
話
と
県
立
美
術
館
名
品
の
数
々
。

こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
！

�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
 
�
�
!
"
�
#
#
$
%
&
�
'
(
)
*
+
,
�

�
�
-

に し だ い こ う
� �

せ ん け ん め し

さ い り だ つ � �

つ り か わ わ � �

ゅ か た ら い � �

こ う け い き な
� �

し ん び で お

���
�	
�
�
�������
������� �����
���� !�"#$

�
�
�
 
!
"
#
$
�
%
&
�

※
長
谷
川
等
伯
が
40
歳
代
頃
ま
で

使
用
し
た
雅
号
で
す
。

＊
相
互
割
引
館
の
展
覧
会
情
報
＊

開
館
時
間
、
休
館
日
等
は
各
館
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

'
(
)
*
+
,
-

�
０
７
６(

２
３
１)

７
５
８
０

.
/
0
1
2
3
4
)
5
,
6
�
�
7
8
9
�
:
;
<
=
6
>

2
?
@
A
B
C
D
E
F
G
�
�
�
>

会

期
◆
７
／
21

(

土)

〜
９
／
２

(

日)

観
覧
料
◆
一
般
３
５
０
円→

H
I
J
K

霊
峰
白
山
を
描
い
た
作
品
に
よ
り
、
人
々
の
白
山
へ
の
思

い
を
紹
介
。｢

親
子
で
楽
し
む
美
術
館｣

で
は
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
通
し
て
楽
し
く
作
品
鑑
賞
が
で
き
ま
す
。

L
:
M
2
�
N
�
�
6
O
P
Q
P
R
P
S
F
�
T
U
6
>

会

期
◆
９
／
４

(

火)

〜
20

(

木)

観
覧
料
◆
一
般
２
５
０
円→

H
J
J
K

会

場
◆
石
川
県
立
歴
史
博
物
館

人
・
鳥
・
花
・
風
景
に
ち
な
ん
だ
絵
画
・
工
芸
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

【
右
記
観
覧
料
で
歴
史
博
物
館
の
常
設
展
も
観
覧
で
き
ま
す
】

※
９
／
３

(

月)

よ
り
約
１
年
間
、
館
内
改
修
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

休
館
中
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
を
会
場
に
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

'
(
)
*
.
/
0
1
-

�
０
７
６(

262)

３
２
３
６

?
V
.
/
M
2
3
4
6
W
X
Y
�
Z
[
\
F
6
>

会

期
◆
７
／
21

(

土)

〜
８
／
26

(

日)

観
覧
料
◆
一
般
７
０
０
円→

]
^
J
K

石
川
・
福
井
・
岐
阜
県
に
ま
た
が
る
霊
峰
白
山
。
人
々
は

住
古
よ
り
秀
麗
な
姿
や
、
恩
恵
な
ど
か
ら
様
々
な
思
い
を

託
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ま
な
ざ
し
の
心
を
、
仏
像
や
絵

画
・
史
料
な
ど
の
遺
品
を
と
お
し
紹
介
し
ま
す
。

【
右
記
観
覧
料
で
常
設
展
も
観
覧
で
き
ま
す
】
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会

期
◆
開
催
中
〜
９
／
17

(

月)

観
覧
料
◆
一
般
８
０
０
円→

g
J
J
K

古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
華
麗
な
香
り
の
ガ
ラ
ス
器
80
点
を

ご
紹
介
。
香
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
香
り
と
ガ

ラ
ス
の
芳
潤
な
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

h
i
j
k
l
m

ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

７
／
14

(

土)

、
15

(

日)

香
り
の
う
つ
わ
作
り

８
／
11

(

土)

〜
13

(

月)

お
香
作
り

(

予
定)

９
／
８

(

土)

、
９

(

日)
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